
日本学術会議公開シンポジウム 

「学術研究と科学技術基本法―その科学史技術史的検討」 

 

□ 日 時 2020年7月26日（日） 13：00～16:00 

□ 会 場 オンライン方式での開催 

 

□ 開催趣旨 

科学技術基本法が法制化されて 25 年、科学技術基本計画も 5 期を数える第 6 期科学技術基本計画の決

定に先駆けて、科学技術基本法に「科学技術の振興」に加えて「イノベーション創出」を明示する、また

「人文科学のみに係るものを除く」とする規定を削除するなどの「改正」が、今次国会で審議、法制化さ

れようとしている。こうした状況の中で日本学術会議は本年1月28日に幹事会声明を発信した。 

本シンポジウムは、科学は基礎から応用、開発研究までそのスペクトルはさまざまで一括りでは語り得

ない。学術研究はどういう状況に置かれるのか。科学・技術政策と「学術研究」との相関、「学術研究」固

有の意義、また「学術研究」がこれまでたどってきた道筋をふりかえりつつ、学術研究体制の今後のあり

方について科学史技術史の側から多面的に検討する機会となればと考え、企画するものである。 

 

□ プログラム 

 開催にあたって：佐野 正博（日本学術会議第一部会員、明治大学経営学部教授） 

司  会 ：兵藤 友博（日本学術会議連携会員、立命館大学名誉教授）  

シンポジストと演題 

＊兵藤 友博（前掲） 

「学術にとってのイノベーションとは何か―基本法「改正」の論点との関連で」 

 ＊綾部 広則（早稲田大学理工学術院教授） 

「ポスト冷戦期日本の科学技術政策をどう捉えるか」  

 ＊高橋 智子（中央大学法学部教授） 

「科学技術基本法「改正」と大学の教育研究システム」 

 ＊中村 征樹（日本学術会議連携会員、大阪大学全学教育推進機構准教授） 

「科学技術基本法「改正」と人文・社会科学」 

＊コメント：隠岐さや香 (日本学術会議連携会員、名古屋大学大学院経済学研究科教授) 

全体討論 

閉 会 

  

主 催 日本学術会議史学委員会 科学・技術の歴史的理論的社会的検討分科会 

共 催 日本科学史学会 

参加無料・申込要：氏名・所属・メールアドレス・連絡先等を下記連絡先にお送りください。 

参加受付締切：2020年7月24日（金）17：00（定員あり） 

参加申込・問合せ連絡先：立命館大学・兵藤友博（hyodot［at］ba.ritsumei.ac.jp；［at］を@に変更） 


